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E

ラス参加者大募集シルバーコー
1000人を突破。今年16:2000人の仲間をめざしています。

明取や憎川 大相のわらベうたまで .

笑」や星島闘がA喝，'0ぽ'"'あふれます

開;1，(Hrんできた柏市"'Ii:相川次世代~

現在

t
i
t
s
 

合」宵績は roう衡I:I!循，たるJ
市が公園l先駆げてとり〈む硲響調w:

酬軸と生きがいづく町制ざLでい.. 

経般のfi無"附い，ぜん.

"訟たも書加しませんか.

申し込み，.加者湿のB値段へ)

伶衝はが ~i 件前氏名考飴作例

e・・ て 3I!JIIH.j官で余(;/P。司賀

川 1 1J!!~UTlNl-1 'n'.JI~1 肉j宣告g

引l制"内4附 j110-11 "4>_.1151 玄

刊 15rHt嘗叶i""1l HJOι"ち鳴川町

町 'Mへ。
量誕剛陣式 一山 11~!H"' ，~_ '. 刷会配

被胸骨"は前向"抑制山地・"

白剤館は'"同大・"合
。声倉庫ほ 近くの人加入

世代潤受藷社会.銅

憧れのグークグヲ少ス =.iU'夫氏 広大幅

民とのジ盈イ μ卜向崎健・市と釘温萌受注も

多い相合"繍選
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